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現行の指導

時期：6月中～下旬

題材：

ソフトボール投げ

内容：

代表値・度数分布表

ヒストグラム

６年生の指導



「走る・跳ぶ」は得意
「投げる」は不得意

実データの活用



実データ
Google formより集計

代表値
= average() と数式入力

度数分布表
枠は最初に用意

ヒストグラム
いい感じにばらつき

・学習内容の進行
とともに分析方法
を取得

・スプレッドシートの
操作を前提とした
単元構成

事前に分析



目標：代表値を複数使いこなした上で複合的な判断

代表値・ドットプロット



京都にもある。⇒
（後ほど紹介）

１人１課題ポスターを作成
↓

夏休みで本番書き
↓

コンクール出展

単元末課題



・（夏休み前）素案提出…３１名

・（夏休み後）コンクール出展者…１８名

手書き部門：１７名

パソコン部門：１名

出展数内訳



総合的な学習の時間と連携

http://www.pref.kyoto.jp/t-ptl/kodomo/index.html


